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草津駅

にぎわい活動棟
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エリアB 健幸企画エリアE

チルアウトエリアD

芝生エリア

ステージA

C

「回復」をテーマとした体験
●柔軟性やバランスを整える調整系レッスン
●癒しのハンドマッサージ
●ハーブを使ったリラックスサシェづくり
●姿勢科学を基にした姿勢調整
●植物を通じた暮らしを提案する園芸品の販売

みんなの健幸フェア
　日常生活を「健幸」に過ごすヒントや知識を学ぶ、体験型イベントです！
　今年のテーマは「回復」。何もしない時間や自分を整える時間を楽しみながら、
夏の疲れを癒しに、ぜひお立ち寄りください。みんなで「健幸」になりましょう！

健康福祉政策課( 2 階) ☎561-2360、561-2482小雨決行
9 月26日㈯ 17：00～21：00　　草津川跡地公園de愛ひろば（大路二）所

問他

A ステージプログラム
●「くさつ健幸BOOST」体験
　（17：00～、17：30～、 各20分）

●ドッグヨガ（18：00～18：50）
●「食と運動プロジェクト」（19：00～19：50）
　食べて、動いて整える。疲れにくい
　体づくりを体験してください
●ゆったりとしたジャズコンサート
　（20：00～21：00）

くさつ健幸BOOST
Youtube
（くさつチャンネル）

「くさつ健幸BOOST」とは
働き世代の健幸づくりの機会の提供として立命館大学
との共同研究に基づいて制作した運動プログラム動画
です

C 芝生エリア

E 健幸企画エリアB
●健幸を意識した飲食店やキッチンカー
健幸飲食エリア (Bのみ 16：00～)

D
「回復」「静かに整える空間」
●焚火、ローチェアなどを設置
●焚火を囲んで、ゆったりできる落ち着いた
　空間

チルアウトエリア

思い思いに過ごせるリラックス空間
●キャンプ椅子やハンモックを設置
●ステージプログラムに参加したり、ハンモ
ックに揺られたり、心地よいひとときを

詳しくは市ホームページを
ご覧ください

いのち・愛・人権のつどい

● テーマ LGBTQ+
● 講師	� 杉

すぎ

山
やま

文
ふみ

野
の

さん
	 （元フェンシング女子
	 日本代表）
	 「はじめての LGBTQ+
	 〜性の多様性と人権〜」

�９ 月23日（水・祝）13：00～15：15
所 �草津クレアホール（野路六）
対 �市内在住か通勤・通学している人
定 650人〔当日先着順〕
他 �託児・送迎バスあり（ ９ 月 ９ 日㈬までに事前申込要） 

（市役所～南草津駅～草津クレアホール）

問 �人権センター（大路二、キラリエ草津 3 階）
　 ☎５６３‐１１７７、５６３‐７０７０、 jinkence@city.kusatsu.lg.jp第38回

2015年 9 月に国連サミットで採択された「誰一人取り残さない」を理念とする、国際社会共通の目標です。
先進国と途上国が一丸となって、目標の達成をめざします。市でも第 6 次総合計画で、SDGｓの視点を踏ま
えたまちづくりを進め、広報くさつでは、該当する記事にアイコンを表示します。

お知らせお知らせ

�日時・期間　所 �場所　対 �対象　定 �定員　￥ �費用（記載がない場合無料）他 �その他　申 �申し込み・応募方法　問 �問い合わせ先
〒 市役所への郵送は、〒525-8588 草津市役所〔課名など〕　☎・ �市外局番は「077」

共
に
生
き
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

　

で
は
、
私
た
ち
は
こ
の
問
題
に

ど
う
向
き
合
え
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
？

　

ま
ず
は
身
近
な
場
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
多
様
な
考
え

方
や
価
値
観
を
理
解
す
る
姿
勢
を

持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
適
切
な
表
現
や
配
慮

を
心
掛
け
る
こ
と
で
、
お
互
い
の

立
場
の
尊
重
を
育
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

た
と
え
自
分
と
相
手
に
違
い
を

感
じ
て
も「
そ
れ
は
な
ぜ
？
」と
問

い
、
相
手
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る

気
持
ち
が
、
新
た
な
気
付
き
に
つ

な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

す
べ
て
の
人
を
大
切
に
す
る
ま
ち
へ

　

私
た
ち
一
人
一
人
が「
安
心
し
て

生
活
で
き
る
」と
思
え
る
社
会
を
つ

く
る
に
は
、
多
様
性
へ
の
理
解
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
特

定
の
誰
か
の
問
題
で
は
な
く
、
私
た

ち
全
員
の
課
題
で
す
。
互
い
に
対
話

を
重
ね
、
違
い
を
認
め
て
受
け
止
め

る
こ
と
で
、
よ
り
温
か
い
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
が
可
能
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
度
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
9
月
23
日（
水
・
祝
）
に

草
津
ク
レ
ア
ホ
ー
ル
で「
い
の
ち
・

愛
・
人
権
の
つ
ど
い
」を
開
催
し

ま
す
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
へ
の
理
解

を
深
め
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

け
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
る
こ
と

が
多
い
か
ら
で
す
。

　

例
え
ば「
男
性
が
ス
カ
ー
ト
を
は

く
の
は
お
か
し
い
」「
女
性
の
恋
愛

対
象
は
男
性
だ
」と
い
っ
た
固
定
観

念
が
、
無
意
識
の
う
ち
に
当
事
者

に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何
気
な
い

言
動
が
、
相
手
の
心
に
深
い
影
響

を
与
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

安
心
な
社
会
へ
の
つ
な
が
り

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
に
限
ら
ず
、
多

様
性
を
尊
重
す
る
こ
と
は
、
す
べ

て
の
人
が
安
心
し
て「
自
分
ら
し

く
」生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を

実
現
す
る
重
要
な
一
歩
で
す
。

　

誰
も
が
自
分
自
身
を
否
定
さ
れ

る
こ
と
な
く
生
き
ら
れ
る
環
境

は
、
社
会
全
体
の
活
力
と
温
か
さ

を
生
み
出
し
ま
す
。
そ
れ
は
決
し

て
少
数
者
だ
け
を
助
け
る
も
の
で

は
な
く
、
結
果
と
し
て
私
た
ち
全

員
が
自
由
で
豊
か
な
生
活
を
送
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

誤
解
や
固
定
観
念
か
ら
広
が
る
課
題

　

一
方
で
、
多
様
性
へ
の
理
解
が

欠
け
る
と
、
差
別
や
偏
見
に
よ
る

苦
し
み
が
生
ま
れ
る
だ
け
で
な

く
、
周
囲
と
の
関
係
性
に
も
悪
影

響
が
生
じ
ま
す
。

　

悪
意
の
な
い
一
言
で
あ
っ
た
と

し
て
も「
そ
の
人
ら
し
さ
」を
否
定

す
る
内
容
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
深

刻
な
人
権
侵
害
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

世
の
中
は
多
様
性
に
満
ち
て
い
る

　

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
性
別
、

年
齢
、
国
籍
、
障
害
の
有
無
、
宗
教
、

性
的
指
向
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
属

性
の
人
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
お
互
い
が
認
め
合
い
、

自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
が
、

多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
性
的
指
向
や
性
自

認
を
指
す
言
葉
が「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
」

で
す
。

当
事
者
の
思
い
を
考
え
る

　

職
場
や
学
校
で
は
、
多
様
な
性
の

在
り
方
に
悩
み
を
持
つ
人
が
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
悩
み
に
気
付
く

こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
ぜ
な
ら
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
の

人
は
周
囲
に
自
分
自
身
を
打
ち
明

問 人権センター
　（大路二、キラリエ草津 3 階）
　 ☎563-1177、563-7070

すべての人を大切にするまちに
― ＬＧＢＴＱ＋を理解し、多様性を尊重する社会へ ―

L レズビアン 女性同性愛者

Ｇ ゲイ 男性同性愛者

Ｂ バイセクシュアル 両性愛者

Ｔ トランスジェンダー 自らの性自認が出生時の性と異なる人

Ｑ

クィア 自認する性や性的志向が既存のカテゴ
リにとどまらない人

クエスチョニング
自らの性のあり方について特定の枠に
属さない人、分からない人、決めたく
ない人

+ 上記だけでは表しきれない、さらに多様な性的志向や性自認
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